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事象，亙、を長さ后の“1”の連の起こる事象とする．このとき亙。，亙、のいずれかが最初に起こるまでの
waitingtimeの分布のgpgf，条件X。＝OとX。＝1がそれぞれ与えられたときの条件付きwaiting time
分布のgPgf，この3つを陽の形で与えた．また長さ后の“1”の連が起こるまでのwaitingtimeの分布の
pgfとpfを陽の形で与えた．
 更に，亙。と亙、の両方が起こるまでのwaiting timeの分布のgPgfを陽の形で与えた．
 最後に，条件X。＝Oが与えられたときと，条件X。＝1が与えられたとき，m回の試行で亙。が起こる
回数の条件付き確率分布の条件付きpgfをそれぞれ陽の形で与えた．
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             ブートストラップと予測の誤差推定
                                    小 西 貞 則
 Efron（1979）によって紹介されたブートストラップ法は，統計解析に於ける様々の問題に適用され興
味ある結果を生み出しつつある．予測の誤差を確率分布に基づきグローバルた観点から捉えた情報量規
準AICに於ける，対数尤度のバイアス補正の研究もその一つである．
 未知の確率分布関数G（κ）からの大きさmの無作為標本をX。とする．分布関数G（κ）の密度関数を
2（κ）とし，これに対して想定したモデルの密度関数を！（κ1θ）とする．情報量規準に於ける推定量のバ
イアス補正とは，推定されたモデルの平均対数尤度を対数尤度で推定したときのバイアス
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の補正である．一
 Ishiguro and Sakamoto（1991）は，モデルに含まれるパラメータの推定を，最尤法に限定せずに推
定した場合の情報量規準の導出を目的として，バイアスろ（G）の推定をブートストラップ法により数値
的に行う方法を提案した．さらに北川（1991）は，このブートストラップバイアス推定の変動を減少させ
るための一方法を提案した．
 ここでは，未知のパラメータベクトルθを統計的汎関数で定義される推定量に基づいて推定したと
き，ある正則条件のもとで漸近的たバイアスは
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となることを示し，ブートストラップ法との関係を検討した．ただし，丁三1〕（急；G）は，推定量瓦の影
響関数とする．漸近的バイアスは，例えば未知の確率分布Gを経験分布関数Gで置き換えた
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で推定する．
 ブートストラップ法を適用した数値的アプローチは，極めて緩やかな仮定のもとで適用できる．しか
し，バイアス推定の確率的変動の大きさには，本研究の解析的アプローチと同様に十分注意を払う必要
がある．この点に関しては今後の研究課題である．
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      Wiener Space上の小さた携舌しのある系に対する漸近展開
                                    吉 田 朋 広
Wiener space上に構成された小さな撹乱のあるモデルの未知パラメータの最尤推定量の分布の漸近
展開を，M1a11iavin解析によって導いた．
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                逆ガウス分布の特徴付け
                                    松 縄   規
 逆ガウス分布及びガンマ分布，対数正規分布，片側安定分布，ランダムウォーク分布，曲線逆ガウス
分布などについて，一般化算術平均値に関係付けられた，条件付き最尤法による密度関数の誘導をおこ
たい，修正化された指数分布族を得るとともに，これらの分布の特徴付けを行った．
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